
ビジネス全体の APIリスクを軽減
API の露出、機微な情報へのアクセス、
所有権、ポスチャ、ランタイムのふるま
いをより明確に把握できます。

レジリエンスの向上
データ漏えい、不正行為、ダウンタイム、
ビジネスの中断を招く前に、リスクの高
い APIや疑わしいふるまいを特定します。

ガバナンスとコンプライアンスの強化
API の調査結果に基づき、測定可能なポ
スチャ、ポリシーの整合性、監査機関、
規制当局、エグゼクティブによるリスク
に関する話し合いのための証拠を確保し
ます。

修復の迅速化
可能な場合、API リスクを所有者、リポ
ジトリ、ファイルパス、コードコンテキ
ストに紐付けます。そのため、チームは
問題を迅速に解決できます。

Akamai API Securityのメリット
APIは、現代のデジタルビジネスをつなぐ基盤です。顧客、パートナー、アプリケーション、
データ、自動化、AI 対応ワークフローを結び付けます。また、API は攻撃者が悪用したい
ビジネスロジックや機微な情報を公開します。

課題は、APIが絶えず変化することです。APIは、本番環境に現れる前にコードに現れます。
クラウド、ゲートウェイ、モバイルアプリ、パートナーエコシステム、社内サービス全体で
動作します。管理されているものもあれば、忘れられているものもあります。機微な情報を
公開するものもあります。AI サービスを稼働させるものもあります。既存の制御の可視性
の範囲外で動作するものもあります。

攻撃者も変化しています。フロンティア LLM、AIエージェント、自動化されたツールにより、
セキュリティチームやアプリケーションチームが対応するよりも早く脆弱なパスを発見し、
ビジネスロジックをテストし、シャドー API を悪用し、悪用の規模を拡大することが容易
になっています。しかし、それによって APIが標的にされる理由が変わることはありません。
変化するのは、攻撃者が APIを見つけて悪用できる速度と規模です。

Akamai を使用することで、セキュリティチームはどのような API が存在し、どのように使
用されており、どこにリスクがあり、誰が修正責任を負い、データ漏えい、不正行為、障害
につながる前に APIの脆弱性にどのように対処するかを把握できます。

Akamai API Securityがどのように役立つか

•	 包括的な APIインベントリを確立する
Akamai は、ランタイムトラフィック、クラウドインフラ、ゲートウェイ、仕様、ソー
スコードリポジトリなど、多様な環境の API や MCP を探索することにより、API 環境
全体を可視化します。管理されているエンドポイント、シャドウエンドポイント、ゾン
ビエンドポイント、AI 駆動型のエンドポイントを表面化することで、セキュリティチー
ムが盲点を排除し、公に公開されているものや内部に公開されているものを正確に把握
できるようにします。

•	 APIポスチャとコンプライアンスを管理する
Akamai は、チームが事後対応型の API イシュー管理からポリシー主導の API ガバナン
スに移行できるよう支援します。セキュリティチームは、APIポスチャを評価し、ポリシー
違反を特定し、時間の経過とともに改善を追跡し、API の調査結果を 10 を超えるコン
プライアンスフレームワークとベストプラクティスに紐付けることができます。 

•	 ランタイム悪用とビジネスロジックのリスクを検知する
多くの場合、API 攻撃は有効な認証情報、正当な API コール、正常に見せかけたワーク
フローを利用します。Akamai は API のふるまいを分析し、疑わしいアクティビティ、
異常な使用、機微な情報の漏えい、認可のギャップ、パートナーの不正使用、ビジネス
ロジックの悪用を検知します。これにより、セキュリティチームは静的制御で見落とし
てしまう可能性のある危険なふるまいを特定し、WAAP、ゲートウェイ、応答ワークフ
ローなどの適用ポイントを使用して影響を軽減できます。

Akamai API Securityは、APIリスクに関する信頼性の高い記録システムを組織に提供します。トラフィック、
仕様、コードから API を探索し、ポスチャを評価し、ランタイム悪用を検知し、展開前に API をテストし、
調査結果を所有者や修復に関するコンテキストに紐付けることで、コードからランタイムまでのライフサイク
ル全体で APIの露出を減らすことができます。 

Akamaiソリューション概要

Akamai API Security 
コードからランタイムまで、すべての APIを管理および保護
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実際にどの APIが露出しているかを可視化しませんか？
Akamai API Security が、コードからランタイムまでの API の探索、管理、テスト、保護をどのよう
に支援するのかについては、Akamaiへお問い合わせください。

早い段階での APIのセキュリティ確保
展開前に API をテストし、脆弱性、ポリ
シーギャップ、OWASP API リスクを本
番環境に到達する前に発見します。

安全な AI導入のサポート
LLM、生成 AI、MCP 関連の API など、
AI 関連の API エンドポイントを自動的に
探索します。そのため、チームは AI 駆動
型のインタラクションが環境に入る場所
を把握できます。

WAAP保護の拡張
Akamai API Security と Akamai App & 
API Protector を組み合わせることで、
API ライフサイクルの詳細なガバナンス
と関連トラフィックに対するインライン
のポリシー適用を一体化することができ
ます。

Akamai API Securityのメリット
•	 APIリスクをコードと所有者に結び付ける

Akamai は、ランタイムとポスチャのイシューを、リポジトリ、ファイルパス、最後に
コミットしたユーザーなどの開発コンテキストに紐付けます。これにより、セキュリティ
チームは MTTR を削減し、所有権の曖昧さを排除し、API イシューを迅速に修正するた
めに必要な証拠を開発者に提供することができます。

•	 本番環境の前に APIをテストする

Akamai は、チームが本番環境に到達する前に API をテストできるよう支援します。ア
クティブな API セキュリティテストを、本番前、オンデマンド、または CI ／ CD ワー
クフローの一部として実行し、脆弱性、ポリシーギャップ、OWASP API リスクをライ
フサイクルの早い段階で特定できます。組織は、手動テストだけに依存することなく、
本番環境での露出を減らし、APIセキュリティの範囲を向上させることができます。

現代のアプリケーションと AIセキュリティ向けに構築
Akamai API Security は、Akamai アプリケーション保護プラットフォームの一部であり、
アプリケーション、API、自動化、AI 対応ワークフロー全体で多層防御を実現するための現
実的な方法を組織に提供します。Akamai App & API Protectorと組み合わせることで、API 
Securityは、APIおよびMCPの詳細な探索、ポスチャガバナンス、ランタイムふるまい分析、
テスト、コンプライアンスの可視化、修復インテリジェンスによってWAAPを拡張します。
App & API Protectorは、関連するトラフィックをインラインで保護します。API Securityは、
チームがライフサイクル全体の APIリスクを理解し、管理できるようにします。
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